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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
一
票
の
格
差
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
よ
り
生
じ
た
一
票
の
格
差
、
ま
た
そ
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
一
人
別
枠
方
式
」
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
判
決
は
、
「
本
件
選
挙
時
に
お
い
て
、

本
件
区
割
基
準
規
定
の
定
め
る
本
件
区
割
基
準
の
う
ち
一
人
別
枠
方
式
に
係
る
部
分
は
、
憲
法
の
投
票
価
値
の
平
等
の
要
求

に
反
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
同
基
準
に
従
っ
て
改
定
さ
れ
た
本
件
区
割
規
定
の
定
め
る
本
件
選
挙
区
割
り
も
、
憲
法
の
投
票

価
値
の
平
等
の
要
求
に
反
す
る
に
至
っ
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
憲
法
上
要
求
さ
れ
る
合
理
的
期
間
内
に
お
け

る
是
正
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
ず
、
本
件
区
割
基
準
規
定
及
び
本
件
区
割
規
定
が
憲
法
十
四
条
一
項
等
の
憲
法
の
規
定

に
違
反
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
一
票
の
格
差
の
是
正
」
及
び
「
一
人
別
枠
方
式
の
改
定
」
を
含
め
た
衆
議
院
の
選
挙
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
六
月
七
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
一
二
号
）
二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し

た
と
お
り
、
議
会
政
治
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
各
党
各
会
派
に
お
い
て
、
早
急
に
御
議
論
い

一



た
だ
く
べ
き
事
柄
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
の
御
議
論
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

衆
議
院
の
解
散
権
は
、
内
閣
が
、
国
政
上
の
重
大
な
局
面
等
に
お
い
て
主
権
者
た
る
国
民
の
意
思
を
確
か
め
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、
国
民
に
訴
え
て
、
そ
の
判
定
を
求
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、
ま
た
、
立
法
府
と
行
政
府
の
均
衡

を
保
つ
見
地
か
ら
、
憲
法
が
行
政
府
に
与
え
た
国
政
上
の
重
要
な
権
能
で
あ
り
、
現
行
の
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
号
）
等
の
規
定
の
下
で
内
閣
が
衆
議
院
の
解
散
を
決
定
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
憲
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
解
散
の
日
か
ら
四
十
日
以
内
に
、
衆
議
院
議
員
の
総

選
挙
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

二


